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●オンライン 国際講 演会「ことば を超え て－絵で物語 る」  

世界を代表す る絵本 作家、デイヴ ィッド・ウィーズナー さんと ショーン・タン

さんの対談を 字幕付 きで配信しま す。（ 約 ２時間）  

◎６月 12 日（日）ま で視聴期間延 長！  ◎視聴料： 1300 円  

※お申し込み （ Peatix）→  https://wiesner-tan-2.peatix.com 

 

●オンライン 講座「 2021 年に出版された子 どもの本から 」  

2021 年に出版され た 子どもの本約 300 冊をテーマやジ ャンル 、年齢別に紹介

し、現在の子 どもの 本の傾向につ いて考 えます。（ 約３時間 ）  

◎講師：土居 安子（ 当財団総括専 門員）  

◎視聴期間： ５月６ 日（金）～ 12 月 15 日（木）  ◎視 聴料： 1000 円  

※お申し込み （ Peatix）→  https://2021kodomonohon.peatix.com 

 

●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 は 、 子 ど も の 文 化 を 振 興 し 、 子 ど も と 本 を つ な ぐ 活 動 を 充 実 さ せ る た

め に 活 動 し て い ま す 。 そ の 活 動 を よ り 充 実 さ せ る た め に 、 皆 さ ま か ら の ご 寄

付を継続的に 募って います。クレ ジットカ ードもご使用 可能で す。ぜひ、ご 協

力くださいま すよう お願いします 。  

＊ 年 間 １ 万 円 以 上 の ご 寄 付 で イ イ ク ロ ち ゃ ん グ ッ ズ を プ レ ゼ ン ト し て い ま す 。 

詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html 

Syncable →  https://syncable.biz/associate/19800701/ 

 

●  YouTube「大阪国 際児童文学振 興財団  公式チャンネ ル  IICLO」  

 https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA 

公開内容一覧 は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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***************************************************************** 

《１》  ふくろう庵 と きどき  １  

***************************************************************** 

「紫色の輪ゴ ム」  三宅興子（当 財団特 別顧問）  

 

万 博 公 園 に あ っ た 大 阪 国 際 児 童 文 学 館 が 東 大 阪 市 に あ る 大 阪 府 立 中 央 図 書 館

内 に 引 っ 越 し て き て そ の 振 興 財 団 の 理 事 長 を 引 き 受 け た と き 、「 日 産  童 話 と

絵 本 の グ ラ ン プ リ 」 の 童 話 の 審 査 員 も そ の 役 職 に 含 ま れ て い ま し た 。 創 り 手

の立場に立っ たこと のなかった私 は、ド キドキして動 揺して いました。  

 

しかし、あ まんきみ こさんと松岡 享子さ んによる、「こう すれ ば、子ども にわ

かる」といった、非常 に具体的で「なる ほど 」と説得力のある、熱 のこもった、

厳 し い 中 に 前 向 き に す す め る 指 導 を 受 け た 受 賞 者 た ち は 、 そ の 表 情 か ら き ち

ん と そ の ア ド バ イ ス を 受 け 止 め て 、 興 奮 気 味 に な り 、 幸 せ な 気 持 ち に な っ て

い か れ て い る の が わ か り ま し た 。 そ し て 、 そ れ を 聞 い て い た 私 も 一 字 も お ろ

そかにできな い童話 の世界の奥深 さをあ らためて認識 したの でした。  

 

横 浜 の 日 産 本 社 で の 表 彰 式 の と き で す 。 表 彰 式 の 前 に 受 賞 者 に 対 し て 作 品 を

講 評 す る セ ミ ナ ー が 行 わ れ ま す が 、 そ の 指 導 が 済 ん で 部 屋 に 戻 る と 、 い つ も

のように「豪 華なお弁 当」が用意さ れていま した。そのと きのお弁 当は美しい

「 紫 色 の 輪 ゴ ム 」 で 留 め ら れ て い ま し た 。 初 め て み た そ の 輪 ゴ ム の 色 に 魅 せ

られて私は、そっと、輪ゴムをはず してテ ーブルの上に 置きま した。ふと見 る

と 、 あ ま ん き み こ さ ん と 松 岡 享 子 さ ん も 同 じ こ と を な さ っ て い ま し た 。 私 も

素知らぬ顔を してい ましたが、吹 き出しそ うになりなが ら「紫色 の輪ゴム」を

宝物のように そっと 持ち帰りまし た。  

 

松岡享子さん とは、ハ ウスも衣装も 手作り した「人形ご っこ」と いう共通体験

を お し ゃ べ り す る こ と に な っ て い ま し た の に 、 先 に 逝 か れ て し ま い ま し た 。

残念でなりま せん。  

 

＊当財団特別 顧問  三 宅興子さんに エッセ イを寄せてい ただき ました。不定期

連載の予定で す。  

 

***************************************************************** 

《２》  この本読ん だ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

***************************************************************** 

『カメレオン のレオ ン  ないしょ の五日 間』岡田淳 /作  偕成 社  2022年 5月  

対象年齢：小 学校中 学年以上  

 

＊今回のゲス トは当 財団の宮川健 郎理事 長（Ｔ）です 。  

＊作品の結末 まで書 かれています 。  

 

あらすじ：桜 若葉小 学校のある世 界とパ ラレルワール ドであ るサクラワカ バ

島の住人で、 どんな 姿にも変身す ること ができるカメ レオン の探偵レオン

が両方の世界 で活躍 するシリーズ 「カメ レオンのレオ ン」３ 作目。サーカ

スに出演して いるう さぎの兄弟が 高く飛 ぶ能力を桜若 葉小学 校の子どもに

渡してしまっ たとい う「ピョンの 魔法」 、レオンがう っかり 、桜若葉小学

校のクスノキ の幹か ら出てくるの を小学 生に見られて しまっ た「レオン、

うっかりする 」、変 身と人の心を 読むこ とができる能 力を持 ったスバル

が、桜若葉小 学校の 恭太郎に変身 したま ま、元の姿に 戻らな いという問題

を解決する表 題作、 おまけの一話 が入っ ている。  

 



Ｙ：「カメ レオン」 シ リーズ３作目 です (注 )。  

Ｔ：第一話「ピョン の 魔法」は 、レオンが 担 当した最初の 事件で す。この作品

を 通 し て 、 レ オ ン が 探 偵 に な っ た 経 緯 や 同 じ 宿 屋 に 住 ん で い て 島 の 高 校 で

歴 史 を 教 え て い る ヒ キ ガ エ ル の ヒ キ ザ エ モ ン と の 関 係 な ど が わ か る よ う に

なっています 。  

Ｙ ： 桜 若 葉 小 学 校 中 の 子 ど も が 校 長 先 生 に 変 身 し た レ オ ン に 向 か っ て 「 ピ ョ

ーン！」と言う場 面は 、絵になると思い まし た。とはいえ、校長 先 生に言わ

れ た と お り に し な い 子 ど も も い る と い う こ と が ち ゃ ん と 書 か れ て い て 、 う

れしくなりま した。  

Ｔ：そし て、第三話「 ないしょの五 日間」は 、読み応えたっぷり で 、深い作品

だと思います 。  

Ｙ：まず 、おもしろ い のは、謎解 き。レオ ン の調査によっ て、どう して恭太郎

は元の姿に戻 れない のかがわかっ てきま す。  

Ｔ：実は、恭 太郎はス バルに戻れな いので はなく、二人 が入れ替 わっていて、

桜若葉小学校 の側に は恭太郎に変 身した スバルがいま した。  

Ｙ：そう 。そして 、ス バルは、恭 太郎の両親 にもし、自 分に人のこ とが読み取

れ る 能 力 が あ っ て も 手 を 握 る こ と が で き る か と 聞 き ま す 。 す る と 、 お 母 さ

んが「なにもかも 知ら れちゃうのは、ち ょっ とね。でもね、お母 さ んが恭太

郎 の こ と を ど う 思 っ て い る か っ て こ と に つ い て は 、 よ み と っ て も ら っ て も

いいって思っ ている わよ。」（ p.153）と言い、お父さんも同 意 します。スバ

ル は こ の 両 親 の 率 直 な 答 え か ら 、 人 の プ ラ イ バ シ ー に つ い て 思 い い た り ま

す。  

Ｔ：これは、恭太郎の 両親が子ども を対等 とみているこ とと、息 子への 100％

の 愛 情 を 示 し た 答 え で す 。 そ う い う 意 味 で ス バ ル の 両 親 は 、 息 子 を 庇 護 す

る 対 象 と し て し か 見 て い ま せ ん で し た が 、 こ の 事 件 を き っ か け に 変 わ り ま

す。  

Ｙ：『カ メレオン のレ オン  ないし ょの五 日間』は 、同じ作者 の「こそあどの

森 」 シリ ー ズ の 番 外 編 『 こそ あ ど の 森 の お と なた ち が 子 ど も だ っ たこ ろ 』

（理論社  2021 年 5 月）といっし ょで、 過去を振り返 る話で す。  

Ｔ：ちょうど ぼくもそ れを考えてい ました。どちらの作品 も、著者 が作った独

自 の 世 界 を 再 確 認 し て い く 作 品 で 、 ２ つ の 作 品 に よ っ て そ れ ぞ れ の 世 界 の

あり方がはっ きりし たように感じ ます。 心に残りまし た。  

 

(注 ) 桜若葉小学校 を 舞台にした作 品はほ かにもありま す。  

 https://www.kaiseisha.co.jp/books/9784035405405 

 

***************************************************************** 

《３》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 81 回「或る農学 生 の日誌」  

 教員として 、生徒 として  

 

題名の通り、 ある農 学生の足かけ 3 年に渡る日記を公 開する という形式の 作

品です。〈序〉に続き 、〈一九二五 、四月一 日  火曜日  晴 〉という 日付から始

まり、〈一 千九百二 十 七年八月二十 一日〉 で終わります 。  

 

４月当初、農学校３年 になり、新 しい学期を 迎えた〈ぼ く〉は 、ま だ１年生が

お ら ず 、 上 学 年 も な い 張 り 合 い が な い 日 々 を 過 ご し て い ま す 。 教 科 書 が こ な

い た め 、 さ ま ざ ま な 実 習 を こ な し な が ら 、 天 候 不 順 に よ る 水 不 足 を 克 服 す べ

く 、 肥 料 設 計 や 測 量 技 術 を 活 か し た 近 代 的 農 業 へ 活 路 を 見 い だ す 覚 悟 を 語 り

ます。  

 

そ の 後 、 厳 し い 生 計 の な か 、 修 学 旅 行 に 行 け る か ど う か 家 庭 内 で の 重 苦 し い



やりとりが描 かれま す。最終的 に父から 許可され、〈ぼく 〉は 青森から北海 道

をまわる旅行 での感 激を伝えます。さら に 、修身の授業に対す る 不満や疑念、

土性調査のお もしろ さ、良質な種 籾を選別 する方法であ る〈塩水 撰〉と収穫量

増の試み、樋 番の折 りに発見した 水泥棒 との諍いなど が綴ら れていきます 。  

 

しかし、〈ぼ く〉のさ まざまな近代 的農法 の実践は、ある８ 月 の〈明方の烈し

い雷雨〉の ために挫 折を余儀なく されま す。村中の 稲は悉く 倒れ、〈 もう村は

どこももっと よくな る見込はない のだ。（ 中略）学校 へ行った ってだめだ 〉と

の失望・落胆 が述べ られます。  

 

農学校に通う〈ぼ く〉が近代農業を めざし、自然に挑む構 図、そし てそれが容

易でないこと を描く のは、童話「グス コー・ブドリの伝記」や詩「一〇八八〔も

うはたらくな 〕」な ど 他作品にも通 じると ころです。  

 

一方で、学校教 育を批 判する視点が 散見さ れるのも気に なりま す。冒頭の〈序 〉

に、〈小 学校の読 本の 村のことを書 いたと ころ〉が〈じつにう そ らしくてわざ

とらしくてい やなと ころ〉だと語 る箇所が あります。国 による、都会中心の教

科 書 と い う 教 育 装 置 を 通 し て 、 地 方 は そ の 実 態 と は か け 離 れ た 中 央 に 都 合 の

よい存在にな るよう 強制されたこ とが暗 示され、その 嫌悪が露 骨に〈序〉に 表

れているとい えます 。  

 

賢 治 は 自 ら の 授 業 に お い て 、 教 科 書 を 使 用 し な か っ た と い い ま す 。 そ の 理 由

は、〈教科書 の内容は 東京中心だか ら、稗貫 地方にはあわ ない〉（ 佐藤成『証言  

宮沢賢治先生 』1992 年）。イ ーハトヴ をこ よなく愛し 、教員とし て〈ほんと う

の 仕 事 〉 を 追 い 求 め た 賢 治 で す が 、 生 徒 の 立 場 か ら 農 に 向 き 合 う 姿 を 素 描 し

たのがこの日 誌なの かもしれませ ん。 (ペ 吉 ) 

 

（本文の引用 は、『宮 沢賢治コレク ション ５  なめとこ 山の熊』によりました 。） 

 

***************************************************************** 

《４》子ども の本の 珠玉のことば  ３５  

***************************************************************** 

 

 ピチャピチ ャ、ピ チャ……。  

 お か し な 音 は つ づ い て い る 。 先 生 は か ら だ を う ご か さ な い よ う に し て 、 そ

っと音のする ほうを さぐってみた 。  

 ネコだった 。一ぴき の白いネコが 、子ども たちのつかう 机の上 にいて、さか

んに机をなめ ている のだった。  

 先 生 が じ っ と 見 て い る の も 気 づ か ぬ よ う す で 、 ネ コ は ひ ょ い と 、 と な り の

机にとびうつ り、そ こでまたなめ はじめ る。  

 すると、ふ しぎなこ とがおこった 。ネコの からだの色が 、かわり はじめたの

だ。  

 

（「図工室 の色ネコ － 図工室ネズミ の話－ 」『放課後の 時間割』岡 田淳 /作・絵  

偕成社  1980 年 7 月  p.89）  

 

対 談 と 同 じ 作 者 の 作 品 で す 。 私 は 小 学 校 時 代 に 岡 田 先 生 （ と 呼 ば せ て く だ さ

い ） に 図 工 を 教 え て も ら っ た の で 、 先 生 が 『 ム ン ジ ャ ク ン ジ ュ は 毛 虫 じ ゃ な

い』（ 1979 年８月）を 出されたとき は、とて もうれしく 、図工の時 間と地続き

のような気持 ちがし ました。  

 

『放課後の時 間割』が 出版されたと きも、す ぐに読み、そ のあとも 何度か読み

直 し て い ま す が 、 絵 の 具 を 食 べ て い ろ い ろ な 色 に な る ネ コ と い う イ メ ー ジ が



強 く 頭 の 中 に 残 っ て い て 、 ち ょ っ と は げ た 絵 を 見 る た び 、 色 ネ コ が 食 べ た の

かなと思うよ うにな りました。  

 

岡田先生の作 品には 、学校が舞 台の作品 が多くありま すが、どの作品も 、「そ

うそう、こんな場 所 ある」「こん な子いる 」と思わせてくれ ま す。不思議なこ

とが起こって も、それ がとても自然 で、「あ り得る」と思わ せてく れるのです。  

 

加えて、必ず、ユー モ アのセンスが ありま す。これも、図工の 時 間の先生の口

調や、自由で 楽しい 授業内容とつ ながっ ています。  

 

この作品は、図工 の先 生である「ぼく」が そ の学校で最後 の学校 ネズミに、学

校 ネ ズ ミ た ち の 間 で 語 り 継 が れ て き た 不 思 議 な 話 を 毎 週 １ 回 聞 く と い う 設 定

です。「図 工室の色 ネ コ」は、 16 章中、第 ９章になりま す。  

 

私が図工で教 えても らったのも 、作品か ら伝わってく るのも 、「不思議 」を見

つける心の大 切さで はないかと改 めて思 いました。（Ｙ）  

 

***************************************************************** 

《５》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

市立伊丹ミュ ージア ムで６月５日 まで開 催されている「「がま くんとかえる く

ん」誕生 50 周年記念  アーノルド・ロ ーベ ル展」に行ってき まし た。「がまく

んとかえるく ん」を 中心に、約 30 冊の絵本の原画、スケッ チ、構想ノートな

ど約 200 点が６章に 分けて展示さ れてい ます。  

 

展示の前半に は、絵 本作家アーノ ルド・ローベル（ 1933-1987）のいろいろな

絵 本 や 挿 絵 の 原 画 な ど が 展 示 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 作 品 の キ ャ プ シ ョ ン に は 、 作

品 と か か わ る ロ ー ベ ル の 仕 事 や 生 涯 に つ い て も 解 説 が あ り ま す 。 家 族 と 過 ご

し て い る 映 像 や 写 真 か ら は ロ ー ベ ル の 人 柄 が 感 じ ら れ ま す 。 晩 年 に 出 版 さ れ

た 、 邦 訳 さ れ て い な い マ ザ ー ・ グ ー ス や 子 ど も の た め の 詩 の 本 に つ け ら れ た

色鮮やかな絵 は話を 想像して楽し みまし た。  

 

後半は、「がまく んと かえるくん 」シリーズ の原画やスケ ッチが たくさん展示

さ れ て い ま し た 。 話 ご と に あ ら す じ や 作 品 に 対 す る ロ ー ベ ル の 思 い な ど が わ

か る よ う に な っ て い ま す 。 個 性 の 違 う 、 が ま く ん と か え る く ん の 強 い 友 情 が

感 じ ら れ る い ろ い ろ な 場 面 が 楽 し く 、 鉛 筆 で 描 か れ た 絵 に や さ し さ や 温 か み

を感じます。  

 

今回の展示で は特に 、「がまくん とかえる くん」がで きるまでの 工程が紹介さ

れている点が おもし ろかったです。構想 ノ ートには、ふたりが 男 女だったり、

タ キ シ ー ド 姿 だ っ た り す る 設 定 を 試 し た 絵 や 、 お 話 の ア イ デ ア 、 ペ ー ジ 割 り

つ け な ど が 描 か れ て い ま す 。 ス ケ ッ チ に は 、 か え る く ん た ち の サ イ ズ や 印 象

の 違 う 絵 、 絵 本 に 使 わ れ て い な い 室 内 の 絵 な ど も あ り ま し た 。 編 集 者 と の や

りとりで決ま ってい く様子は、メモなど が つけられてい ます。絵 本の原画は、

印刷のために、墨版 と 、緑色と茶色のため の 色版に描き分 けられ ていました。  

 

最 後 の コ ー ナ ー で は 、 加 藤 久 仁 生 さ ん の が ま く ん と か え る く ん を 描 い た ア ニ

メーション「 一日一年 」が上映され ています 。さまざまな 作品のエ ピソードが

つなげられて いて、セ リフはないけ れど、心 地よい音楽が 流れて いて、がまく

んとかえるく んの世 界に浸りまし た。（ Ｋ ）  

 

市立伊丹ミュ ージア ム  https://itami-im.jp/ 

 

https://itami-im.jp/


■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●「庵野秀明 展」  

会  期：４月 16 日（土）～６月 19 日（日 ）  

場  所：あべのハル カ ス美術館   入場料 ：有料  

主  催：あべのハル カ ス美術館、朝 日新聞 社、読売テレ ビ  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※ イ ベ ン ト の 開 催 内 容 が 変 更 さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。 最 新 情 報 は 主 催 者 へ

お問い合わせ くださ い  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『カ メ レオンのレオ ン  

ないしょの五 日間』を プレゼントし ます。ご 希望の方は、メー ルで 件名「メル

マガ  NO.141 プレゼント希望」とし 、 (1)お名前  (2)郵便番号・ 住所  (3)電話

番号  (4)メールアド レス、よろし ければ  (5)このメルマガの ご 感想をお書き

のうえ   

office@iiclo.or.jp にお送りくだ さい。  

締切は６月 10 日（金 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

当財団が主催 するイ ベント「おは なしモ ノレール」の 打ち合 わせで、大阪 モ

ノレールの万 博記念 公園駅へ。ツ バメが 飛んできたと 思った ら、コンコー ス

の高いところ に巣が ありました。 小さな クチバシがた くさん 見えます。こ の

季節ならでは の「子 育て風景」に 出会え て、すがすが しい気 持ちになりま し

た。（ＴＡ ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  パソコン からどうぞ  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 
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